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序

坂城町教育委員会教育長宮崎義也

今回発掘調査を実施した大木久保遺跡は、坂城町大字南条を西に流下する谷川によって形成された扇状地

のほぼ扇央部に立地しています。本遺跡を包括する金井東遺跡群では、かつての発掘調査で縄文時代後・晩

期の墓社や埋蓋社、古墳~古代の集落祉が確認されています。同遺跡群の中で最大の遺跡である保地遺跡で

は縄文時代後・晩期の遺構や遺物が多く発見され注目を集めました。南側に隣接する南条遺跡群の青木下遺

跡では、古墳時代後期に属する環状に配列された土器群が検出され、全国的にも注目されています。北側に

隣接する町横尾遺跡では縄文時代から平安時代の集落遺跡が発掘調査されました。このように、今回の発掘

調査地点は坂城町の中でも遺跡の多く存在する場所であります。

今回の発掘調査では、弥生時代~平安時代の住居祉が数多く発見されました。 19棟調査された竪穴住居社

からは、豊富な土器群が出土しました。これらは、煮炊き用の聾、配膳に供する土師器や須恵器の「杯」な

ど、生活に必要な土器類がーそろいになっていました。また、古墳時代の始まり頃に作られた土器群が発見

されたことにより、当地でも時代の変化がおとずれていたことが明らかになってきました。

最後に大木久保遺跡 1. II . mの発掘調査は、土中に眠る文化遺産の重要性を理解していただいた関係者
の皆様方のご支援とご協力によって行うことができました。厚く御礼申し上げます。また、現地において作

業にあたられた皆様には、献身的な努力と、古代文化解明へのゆるぎない情熱によって、調査を無事終了さ

せていただいたことを感謝いたします。さらに、関係機関、関係各位には、文化財保護行政の本旨をご理解

くださり、ご協力いただきましたことに心から御礼を申し上げ、序文とさせていただきます。



例自

1 本書は、長野県埴科郡坂城町大木久保遺跡 I. II . mの発掘調査の報告書である。

2 大木久保遺跡 I. II . mの発掘調査は、坂城町教育委員会が実施した。

3 発掘調査所在地

長野県埴科郡坂城町大字南条2036他

4 発掘調査期間と面積

大木久保遺跡I 平成26年3月3日~平成26年3月31日 400rrl 

大木久保遺跡E 平成26年4月1日~平成26年6月6日 1.800rrl 

大木久保遺跡E 平成27年10月27日~平成27年12月10日 1.000rrl 

整理作業は、平成26・27年度に断続的に実施した。

5 本書の執筆・編集は、時信が行った。

6 本書の作成にあたり、時信のほか、朝倉、天田、坂巻、萩野が主な作業を行った。

7 本書で使用した航空写真は、株式会社写真測図研究所が撮影したものである。

8 本書及び調査に関する資料は、坂城町教育委員会の責任下において保管されている。

9 本調査及ぴ本書作成にあたって、下記の方々や機関から御配慮を得た。記して感謝の意を表したい。

(敬称略、五十音順)

(社)更埴地域シルバー人材七ンター、坂城町立南条小学校

凡例

l 遺構の略号は、下記のとおりである。

SI→竪穴住居壮 SD→溝状遺構 SK→土坑壮 P→ピット

2 遺構名は、時代別ではなく発掘調査時においての命名順である。

3 本書に掲載した実測図の縮尺は該当箇所のスケーjレの上に記した0

4 挿図中におけるスクリーントーンは、下記を示す。

遺構 ~→地山 図→焼土 図→カマド

遺物 口→赤色塗彩範囲 図→須恵器断面 口→黒色処理範囲

5 遺物の挿図中での表記は、第l図1は、簡易的に 1-1と表記した。

6 土層の色調は『新版標準土色帖』の記載に基づいている。

7 出土遺物の観察表の法量は、口径・底径・器高の順に記載し、ーは不明、( )が残存値、< >が推

定値、( )・< >がない場合は完存値を示し、単位はcmである。
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第I章発掘調査の経緯

第l節発掘調査に至る動機と経緯

大木久保遺跡は、坂城町大字南条に所在し、西方向に流下する谷川の扇状地の扇端付近、標高約415mに

位置する。大木久保遺跡は第E章でも触れる保地遺跡をはじめとして、山金井遺跡、酒玉遺跡の4遺跡があ

る。これらの遺跡の内、保地遺跡は発掘調査例があるが、本遺跡では縄文~平安時代の遺物が採集されてい

るのみで調査例が少なく、遺跡の状況は不明であった。

今回、この地に坂城町による南条小学校改築が計画され、遺跡が破壊される恐れが生じた。そのため、原

因者である坂城町と遺跡の保護措置について協議を行ったところ、試掘調査を実施して遺跡の状況を確認す

ることとなり、平成25年10月15日-11月5日に試掘調査を実施した。開発対象地に11本のトレンチを設定し

て遺構・遺物の確認を行った結果、 6箇所のトレンチで遺構が検出された。この結果を基に再度協議した結

果、校舎建設部分とグラウンド造成部分に関しては発掘調査を実施し、遺跡を記録保存することとなった。

第1園大木久保遺跡 1. II . m位置図 (1: 25.000) 

-1ー



第2節調査の構成

発掘調査体制

調査担当者 青木昌也・池田弥惣(文化財センター所長)、時信武史(坂城町教育委員会学芸員)

調査補助員 朝倉妙子、天田澄子、坂巻ケン子、萩野れい子(以上、町臨時職員)

調査協力員 秋元吉男、太田武夫、塚田義勝、中村文博、野田裕治、林嘉一(以上、公益社団法人更埴地

域シルバー人材センター)

整理調査体制

調査担当者時信武史

調査補助員 朝倉妙子、天国澄子、坂巻ケン子、萩野れい子(以上、町臨時職員)

(事務局)

教育長

教育文化課長

宮崎義也

柳津博(~平成27年 3 月 31 日)

宮下和久(平成27年 4 月 l 日~)

文化財センタ}所長 青木昌也(~平成27年 3 月 31 日)

池田弥惣(平成27年 4 月 1 日~)

文化財係 時信武史

第3節調査日誌

発掘調査

平成26年3月4日

平成26年3月5日

平成26年3月31日

平成26年4月1日

平成26年4月3日

平成26年5月27日

平成26年5月28日

平成26年6月6日

平成27年10月27日

平成27年12月10日

赤池利博、中沢あつみ

大木久保遺跡I発掘調査開始。重機による表土剥ぎ開始。

遺構掘り下げ開始。

遺構掘り下げ終了。

大木久保遺跡E発掘調査開始。重機による表土剥ぎ開始。

遺構掘り下げ開始。

遺構掘り下げ終了。

航空写真撮影。

埋め戻し終了。

大木久保遺跡E発掘調査開始。重機によるトレンチ調査開始。

トレンチ調査終了。

平成26・27年度中整理作業及び報告書作成。
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第E章遺跡の立地と環境

第1節地理的環境

坂城町は長野県の東信地方と北信地方の結節点に位置し、甫は上田小県地域に接している。町の中央部を

千曲川(信濃JII)が日本海に向かつて北流し、これに注ぎ込む河川によって形成された扇状地が散見される。

千曲川左岸には北から岩井堂山、大林山(九竜山)、摺鉢山、三ツ頭山など800-1，100m級の山々が連なり、

千曲市及び上田市との境を形成している。千曲川右岸には北から五里ヶ峯、鏡台山、鳩ヶ峯、大道山(堂叡

山)、大峯山、太郎山、虚空蔵山など1，l00-1，300m級の山々が千曲市及び上田市との境を形成している。南

の上田市との境は鼠宿・下塩尻の岩鼻と下半過の岩鼻で狭隆な地形となっており、北の千曲市との境付近も

幅が1.5kmほどしかなく、盆地地形を呈している。

扇状地が優位な地形であるので、かつては桑栽培がおこなわれ養蚕業が発達した。戦後になって、本州で

も有数の降雨量の少ない気候を活かして、りんごやブドウの栽培に転換されている。現在では工業が町の主

要産業になっており、約250社の企業が集積している。

第2節歴史的環境

坂城町の各時代について、主要な遺跡に触れながら概説する。なお、遺跡名の後に附した番号は第2図の

坂城町遺跡分布図の番号に対応している。

旧石器時代の遺構は確認されていないが、南条地区の保地遺跡 (3-1)から採集された石器が上ヶ屋型

彫刻器とされ、およそ14，000-15，000年前の後期旧石器時代のものと考えられている。また、坂城地区の込

山D遺跡 (30-4)で発見された尖頭器も!日石器時代のものと考えられている。

縄文早期の遺跡は、坂城地区の和平A遺跡 (36-1)や平沢遺跡 (35)が知られ、押型紋土器片が採集さ

れているが詳細は不明である。前期の遺跡では、南条地区の町横尾遺跡 (6)で当該期の住居祉が発掘調査

され、土器や石器がまとまって出土した。このほか、込山C遺跡 (30-3)でも前期に属する土器片が出土

しているが未報告である。中期になると込山遺跡群 (30)をはじめ、南条の金井遺跡 (2-1)など町内各

所で土器片などが採集されている。特に込山C遺跡では昭和36年に、炭や灰に覆われた敷石の下から 3点の

土器が埋納された状態で発見された。この敷石遺構は火をたいた痕跡や遺存した獣骨及ぴ石器の存在から特

殊な遺構であったことが考えられている。後期・晩期では保地遺跡が卓越している。保地遺跡は昭和40年と

平成11年度に発掘調査が行われた。昭和40年の発掘調査では、下顎2本の犬歯を抜歯した成人男性の完全な

頭骨のみが、鹿、猪、犬等の獣骨や多くの土器・石器と共に存在したことから、特殊な人物の特殊な儀礼的

行為の存在が推測された。平成11年度に行われた発掘調査では、縄文時代後期・晩期における多様な埋葬状

況が確認された。

弥生時代前期の調査例はない。中期では込山D遺跡で当該期の住居祉が発掘調査されたが、出土品の点数

が少なく詳細は不明である。後期になると、平成5年度に発掘調査された南条地区の塚田遺跡(1-7)が

挙げられる。この調査では弥生時代後期に属する竪穴住居祉が36棟も検出され、内部からは多くの土器が出

土した。このほか、石包丁の制作過程が復元できる未製品や、鉄斧が出土したことから、稲作を主な生業と

する集団が居住していたことが推察される。

現在のところ、前期に属する古墳は確認されていない。込山D遺跡や大木久保遺跡 (3-3)では古墳時
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代前期に属する住居祉が発掘調査された。中期に属する古墳は上信越自動車道建設に先立つて平成5年に行

われた発掘調査で確認され、埴輪や土器などの出土品から 5世紀中ごろと判断された。木棺直葬の小規模な

古墳である。周知の御堂川古墳群東平支群 (18)と距離が離れているため、「仮称東平l号墳・ 2号墳」と

されている。後期になると、町内各所で群集墳が営まれるようになり、御堂川古墳群 (14・16・17・18・

19)、谷川古墳群 (10)、出浦沢古墳群 (45)などをあげることができる。いずれも緩やかな傾斜地に展開す

る典型的な後期~終末期にかけての群集墳である。福沢古墳群 (47)に含まれる御厨社古墳 (47-1)は千

曲川流域最大級の横穴式石室で、全長l1.2mを測る。勾玉や切子玉、金環が採集されている。古墳時代後期

の集落祉は町内各所で確認されている。特筆されるのは南条地区の青木下遺跡(1-8)で発掘調査された、

土器を環状に配置した祭租遺構である。

古代にはいると、中之条地区で数多くの住居祉が確認されている。特に寺浦遺跡 (8-1)では、掘立柱

建物が濃密に分布しており、地域の中心的な役割を担う施設が存在していたことが考えられる。込山廃寺

跡 (54)は、平安時代初頭に現在の坂城小学校の場所に建立された礎石建て瓦葺の寺院である。この寺の瓦

を焼いたのが土井ノ入窯跡 (32)で、上田市の信濃国分寺・尼寺及ぴ千曲市の正法廃寺で補修時に使われた

瓦もここで焼かれたものであることが指摘されている。信濃村上氏の祖である源盛清が寛治8年(嘉保元)

(1094)年に村上地区に配流の後、子孫は土着して有力豪族として成長していった。このころ居住したのが

島遺跡 (46)に内包される村上氏館跡 (80)である。元中年間に坂城地区に葛尾城 (44)を築いて移転した

と伝わるが詳細は定かではない。葛尾城は堅固な城郭で、居館の村上氏館跡 (38)は、山麓の現在の満泉寺

の場所に築かれた。観音平経塚 (55)は、 14世紀中ごろから16世紀前半頃まで営まれた墳墓及び五輪塔群で

ある。終期が16世紀前半ごろであることを考えると、村上氏と消長を同じくしたものとも思われる。中之条

地区の開畝製鉄遺跡 (53)は昭和52・53年に発掘調査が行われ、 2基の製鉄炉祉が確認された。

江戸時代になると、幕府によって北国街道 (90)が整備され、坂木村に宿場が形成された。宿場をはじめ

街道筋の村々の多くは大名領地を経た後幕府領となり、坂木に代官所 (61)がおかれた。中野陣屋等の出張

陣屋となった後の明和4年 (1767)に焼失し、安永7年 (1778)に中之条村に代官所 (67)が再びおかれた。

慶応4年 (1868)に明治新政府により廃止され、尾張藩の取締役所となり、周年伊那県中之条局となる。

以上が近代にいたるまでの坂城町の歴史の概要である。
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図面番号 遣 跡 名 種 ~II 時 代 図面番号 遺 跡 名 種 ~II 時 代

商条遺跡群 集落祉 弥生~平安 34 士日外窯跡 窯跡 平安

商条遺跡群東畢遺跡 集落祉 弥生巾平安 35 平沢遺跡 散布地 縄文

-2 商条遺跡群御殿裏遺跡(鼠宿) 集落祉 弥生~平安 36 和平遺跡群 集落祉、散布地 縄文~平安

-3 商条遺跡群百々自利遺跡 集落祉 弥生~平安 和平遺跡群和平A遺跡 集落祉 縄文~平安

-4 商条遺跡群中町遺跡(新地) 集落士止 弥生~平安 2 和平遺跡群和平日遺跡 散布地 弥生

-5 商条遺跡群田町遺跡 集落士止 弥生~平安 3 和平遺跡群和平C遺跡 散布地 平安

-6 商条遺跡群廻り目遺跡 集落祉 弥生~平安 37 金比羅山古墳 古墳 古墳(後期)

一7 南条遺跡群塚田遺跡(田端) 集落祉 弥生~平安 38 村上氏館跡 城館跡 中世

-8 南条遺跡群青木下遺跡 水田社、祭杷跡 弥生中平安 39 馬の背遺跡 散布地 縄文

2 金井西遺跡群 集落祉 縄文~平安 40 北日名経塚 経塚 中世

金井西遺跡群金井遺跡 集落祉 縄文~平安 41 北日名塚穴古墳群 古墳 古墳(後期)

-2 金井西遺跡群杜宮神遺跡(金井西) 集落祉 縄文~平安 北日名塚穴 1号墳 古墳 古墳(後期)

-3 金井西遺跡群並木下遺跡 集落士止 縄文市平安 2 北日名塚穴2号墳 古墳 古墳(後期)

3 金井東遺跡群 集落i止 縄文~平安 42 梅ノ木遺跡 散布地 縄文

金井東遺跡群保地遺跡 集落祉 縄文~平安 43 栗田窯跡 窯跡 奈良

2 金井東遺跡群山金井遺跡 集落祉 縄文~平安 44 葛尾城跡 域館跡 中世

3 金井東遺跡群大木久保遺跡(南条小学校敷地) 集落祉 縄文~平安 45 出浦沢古墳群 古墳 古墳(後期)

-4 金井東遺跡群酒玉遺跡 集落祉 縄文~平安 出浦沢古墳群出浦支群 1号墳 古墳 古墳(後期)

4 栗ヶ谷古墳 古墳 古墳 一2 出浦沢古墳群出浦支群2号墳 古墳 古墳(後期)

5 社宮神経塚 経塚 中世 3 出浦沢古墳群出浦支群3号墳 古墳 古墳(後期)

6 町横尾遺跡 散布地 縄文~平安 4 出浦沢古墳群出浦支群4号墳 古墳 古墳(後期)

7 北畑古墳 古墳 古墳(後期) 5 出浦沢古墳群出浦支群5号墳 古墳 古墳(後期)

8 中之条遺跡群 集落祉 縄文~平安 6 出浦沢古墳群島支群 1号墳 古墳 古墳(後期)

中之条遺跡群寺浦遺跡 集落祉 縄文~平安 7 出浦沢古墳群島支群2号墳 古墳 古墳(後期)

2 中之条遺跡群上町遺跡 集落祉 弥生~平安 46 島遺跡 集落祉 弥生~平安

3 中之条遺跡群東町遺跡 集落祉 弥生や平安 47 福沢古墳群 古墳 古墳(後期)

-4 中之条遺跡群北浦遺跡 集落祉 縄文~平安 福沢古墳群小野沢支群 1号墳(御厨社古墳) 古墳 古墳(後期)

5 中之条遺跡群宮上遺跡 集落祉 縄文~平安 2 福沢古墳群小野沢支群2号墳 古墳 古墳(後期)

6 中之条遺跡群北川原遺跡 集落祉 縄文~平安 3 福沢古墳群小野沢支群3号墳(ヤッケフ古1轟) 古墳 古墳(後期)

9 南条塚穴古墳(塚穴古墳) 古墳 古墳(後期) 4 福沢古墳群小野沢支群4号墳 古墳 古墳(後期)

10 香川古墳群 古墳 古蹟(後期) 48 小野沢遺跡 集落祉 弥生~平安

谷川古墳群入横尾主群向田古墳 古墳 古墳(後期) 49 福沢古墳群越堂支群 古墳 古墳(後期)

2 谷川古墳群入横尾支群メIj塚古墳 古墳 古墳(後期) 50 福泉寺裏古墳 古墳 古墳(後期)

11 入横尾遺跡 散布地 平安 51 狐落城跡 城館跡 中世

12 谷川古墳群上原支群 古墳 古墳(後期) 52 水城跡 城館跡 中世

13 前原墳墓群 墳墓 中世~近世 53 開畝製鉄遺跡 製鉄跡 中世

14 御堂川古墳群山口支群 古墳 古墳(後期) 54 込山廃寺跡 寺院跡 平安

15 山崎遺跡 散布地 縄文 55 観音平経塚 経塚 中世

16 御堂川古墳群山崎支群 古墳 古墳(後期) 56 栗田小鍛冶跡 製鉄跡 中世

17 御堂川古墳群前山主群 古墳 古墳(後期) 57 塩之原遺跡 集落祉 奈良~平安

御堂川古墳群前山 1号墳 古墳 古墳(後期) 58 南日名遺跡 集落土止 弥生~平安

2 御堂川古墳群前山2尋墳 古墳 古墳(後期) 59 葛尾城根小屋跡 城館跡 中世

3 御堂川古墳群前山3号墳 古墳 古墳(後期) 60 姫城跡 城館跡 中世

4 御堂川古墳群前山4号墳 古墳 古墳(後期) 61 坂木代官所跡 屋敷跡 近世

5 御堂川古墳群前山5号墳 古墳 古墳(後期) 62 田町遺跡群 散布地 古墳~平安

6 御堂川古墳群前山6号墳 古墳 古墳(後期) 63 御所沢墳墓群 墳墓 中世

-7 御堂川古墳群前山 7号墳 古墳 古憤(後期) 64 雷平窯跡 窯跡 平安

-8 御堂川古墳群前山8号墳 古墳 古墳(後期) 65 中之条石切場跡 採掘跡 近世

-9 御堂川古墳群前山9号墳 古墳 古墳(後期) 66 砥沢古墳 古墳 古墳(後期)

-10 御堂川古墳群同'J山10号墳 古墳 古墳(後期) 67 中之条代官所跡 屋敷跡 近世

一11 御堂111古墳群前山11号墳 古墳 古墳(後期) 68 肌岨窯跡 窯跡 平安

12 御堂111古墳群前山12号墳 古墳 古墳(後期) 69 観音坂城跡 城館跡 中世

13 御堂川古墳群前山13号墳 古墳 古墳(後期) 70 南鯉の川遺跡(吉祥寺跡) 散布地寺院跡 奈良~中世

14 御堂111古墳群前山14号墳 古墳 古墳(後期) 71 口留番所跡 屋敷跡 近世

18 御堂111古墳群東平支群ー塚古墳 古墳 古墳(後期) 72 和合城跡 域館跡 中世

19 御堂川|古墳群山田支群 古墳 古墳(後期) 73 高ツヤ城跡 城館跡 中世

20 豊銭堂遺跡(山崎北遺跡) 集落祉 縄文~弥生 74 虚空蔵山城跡 域館跡 中世

21 関畝遺跡 集落 弥生~平安 75 地獄沢黄鉄鉱採掘跡 採掘跡 近世

22 人塚古墳 古墳 古墳(後期) 76 篭岩遺跡 散布地 平安

23 四ツ屋遺跡群 集落祉 縄文~平安 77 出浦城跡 城館跡 中世

24 成久保遺跡 集落祉 古墳~平安 78 上王明条理水国土止 水田土止 平安~近世

25 入国遺跡 散布地 奈良~平安 79 出浦遺跡 集落土止 縄文~平安

26 塚内古墳(御所沢古墳) 古墳 古墳(後期) 80 村上氏館跡 域館跡 中世

27 金比羅山遺跡 散布地 縄文~平安 81 福沢氏居館跡 域館跡 中世

28 蓬平経塚 経塚 中世 82 小野沢窯跡 窯跡 奈良~平安

29 岡の原窯跡 窯跡 平安 83 福沢古墳群 古墳 古墳(後期)

30 込山遺跡群 集落祉 縄文~平安 福沢古墳群五狭支群 1号墳 古墳 古墳(後期)

-1 込山遺跡群込山A遺跡(水上) 集落祉 縄立~平安 2 福沢古墳群五狭主群2号墳 古墳 古墳(後期)

-2 込山遺跡群込山日遺跡(杜宮神) 集落祉 縄文~平安 3 福沢古墳群五狭主群3尋墳 古墳 古墳(後期)

-3 込山遺跡群込山C遺跡(込山) 集落祉 縄文引平安 84 荒宿遺跡 集落祉 縄文~平安

-4 込山遺跡群込山D遺跡(横町) 集落祉 縄文中平安 85 網掛原遺跡 集落祉 縄文~平安

一5 込山遺跡群込山E遺跡(立町) 集落祉 縄文市平安 86 祭品E跡 祭把跡 平安

31 日名沢遺跡群 集落壮 弥生市平安 87 島黄銅鉱採掘跡 採掘跡 近代

-1 日名沢遺跡群日名沢遺跡 集落祉 弥生~平安 88 島マンガン鉱採掘跡 採掘跡 近代

-2 日名沢遺跡群丸山遺跡 集落祉 弥生~平安 日!日 上平黄銅鉱採掘跡 採掘跡 近代

32 土井ノ入窯跡 窯跡 奈良~平安 90 横吹北国街道跡 街道跡 近世

33 平林遺跡 散布地 縄文

坂城町遺跡分布図
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第E章調査の概要

第l節調査の方法

本遺跡の調査では、調査区の遺構・遺物の正確な位置を記録でき、なお、将来的に周辺で実施される遺跡

の発掘調査での遺構・遺物の調査にも整合できるように、平成14年4月施行の世界測地系2000の座標軸を基

にグリッドを組んだ。

グリッドについては、 2∞mx200mの大グリッドを設け区画を行い、その中を40mx40mに25等分した中
グリッドを設定(第3図)し、北東端より IA・B・C…YJ区とアルファベットの大文字で命名した。本

調査ではC・D.H.r.M.N区が発掘調査の対象グリッドである。また、その中グリッドを4mx4m

の小グリッドで100区画に分割し、南北列を北から算用数字で 11・2. 3…10J、東西列を東から五十音順

で「あ・い・う…こ」と呼称することとした。例えば、その中の北東交点を 10グリッド」というように命

名し、調査に係るグリッドの呼称は例えば 10あ1グリッド」とし、遺物の取り上げや遺構図の作成の基準

とした。また、発掘調査における遺構の実測は、基本的に 1/20を基準として簡易遣り方実測にて行った。

第3図
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第2節基本層序

本調査区の基本層序は右図に柱状図を示した

とおりである。 I層はグラウンド整地層であるo

E層は校地造成土層である。 m層は黒褐色を基

調とする堆積層である。 N層は黄褐色を基調と

する地山層である。

以上が本調査区の基本層序であるが、校地造

成土層は場所によって厚さが異なった。

Om 

O.5m 

1.0m 

1.5m 皿

2.0m 

百

I グラウンド整地層

E 造成土層。

E 黒褐色土層 (lOYR2/3)

砂語撃を含む。堆積層。

N 黄褐色土 (lOYR5/6)

砂磯土。地山層。

第4図基本層序模式図

第3節検出された遺構・遺物

本調査によって検出された遺構・遺物は以下のとおりである。なお、大木久保遺跡Eでは、遺構は検出さ

れなかった。

遺構) 遺物)

縄文時代 土器・石器・土製品

弥生時代 竪穴住居社 3棟 弥生時代 土器

古墳時代 竪穴住居祉 8棟 古墳時代 土師器・須恵器・鉄器

石製品

奈良・平安時代 竪穴住居杜 5棟 奈良・平安時代 土師器・須恵器

溝祉 l条

時期不明 竪穴住居氏 3棟

土坑祉 13基

-8-
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第百章調査の結果

第1節竪穴住居祉

(1) 1号住居t止

遺構(第6図)

検出位置 :Mき3、Mき4、Mく3、Mく4グリッド。重複関係:北側と南側を撹乱に切られている。西側

を7号土坑に切られている。平面形態:撹乱に切られており詳細は不明であるが、概ね3.9mx3.9mの隅丸

方形を呈しているものと思われる。主軸方位はN-210 - Eを指す。覆土:黒褐色を基調とする土層が堆積し

ていた。炉祉:検出されなかった。床面の状況:概ね平坦で、あった。地山を掘り込んで床面を形成していた。

ピット:西側の床面において l基のピットが確認された。用途などは判然としない。遺物出土状況:住居祉

の覆土下層から少量出土した。柱穴:本住居杜では柱穴は確認できなかった。

遺物(第7図、第l表)

7-1は土師器室である。内外面ともにナデ調整が行われているが、摩耗しており判然としない。時期:

出土遺物から、古墳時代後期頃の所産と思われる。
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ン

カクラン
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小
h
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h
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出

A A' 
1.黒褐色土 (lOYR3/2)砂磯を多く含む。

。標高412.70m( 1・80) 2m 

第6図 1号住居祉実測図
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。 (1・ 4)

第7図 1号住居枇出土遺物実測図

⑧ 
調査区外

A A' 

凶|

A 1 A' 
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第8図 2号住居祉実測図

(2) 2号住居祉

遺構(第8図)

lOcm 

1.黒褐色土(lOYR2/2)砂磯を多く含む。

。標高412.70m(l : 80) 2m 

検出位置 :Mお3、Mお4、Mか3、Mか4グリッド。重複関係:北側が調査区外未検出のため詳細は不明

である。南西側を5号土坑に切られている。平面形態:調査区外未検出のため詳細は不明であるが、 5.lm

-12-



x4.5m程度の隅丸方形を呈しているものと思

われる。主軸方位はN-170 -Eを指す。覆土:

黒褐色を基調とする土層が堆積していた。炉-

カマド:検出されなかった。床面の状況:概ね

平坦であった。地山を掘り込んで床面を形成し

ていた。ピット:床面及び掘り方底面において

ピット等は確認されなかった。遺物出土状況:

住居祉の覆土下層から少量の遺物が出土した。

柱穴:本住居祉では柱穴は確認されなかった。

遺物(第9図、第l表)

o (1 : 4) 10cm 

第9図 2号住居枇出土遺物実測図

9-1は土師器室である。内外面ともにヘラナデ調整が行われているが、摩耗しており判然としない。時

期:出土遺物や住居祉の形態から古墳時代後期頃の所産と思われる。

(3) 3号住居祉

遺構(第10図)

検出位置 :Dこ1、Dこ2、Dこ3、Iあ3、Iあ2、Iあ3グリッド。重複関係:東側と住居祉内の一部

を撹乱に切られている。平面形態:概ね5.7mx4.3mの隅丸方形を呈している。主軸方位はN-OO -Wを指す。

覆土:黒褐色を基調とする土層が堆積していた。炉社:住居社中央付近の床面において3ヶ所の焼土範囲を

確認した。焼土は赤化していたが硬化はしておらず、脆弱なものであった。床面の状況:概ね平坦であった。

地山を掘り込んで床面を形成していた。北側では地山を棚状に掘り残した状況が確認できた。ピット:床面

において9基のピットが確認された。浅い掘り込みで、用途などは判然としない。遺物出土状況:住居祉の

覆土下層から少量の遺物が出土した。柱穴:今回の調査では柱穴は確認できなかった。

遺物(第11図、第l表)

11-1は壷である。内外面ともにナデ調整が行われており、僅かに赤色塗彩の痕跡が残る。時期:出土遺

物や住居祉の形態から弥生時代後期頃の所産と思われる。

(4) 4号住居祉

遺構(第12図)

検出位置 :Dこ3、Dこ4グリッド。重複関係:なし。平面形態:概ね3.9mx3.3mの楕円形を呈している。

主軸方位はN-580 -Eを指す。覆土:黒褐色を基調とする土層が堆積していた。炉祉:住居社中央付近の床

面において lヶ所の焼土範囲を確認した。焼土は赤化していたが硬化はしておらず、脆弱なものであった。

床面の状況:概ね平坦であった。地山を掘り込んで床面を形成していた。ピット:床面において、 10基のピ

ットが確認された。南側に集中する傾向があるが、用途などは判然としない。遺物出土状況:住居祉の覆土

上・中層からも少量は出土したが、ほとんどの遺物は下層からの出土であった。柱穴:今回の調査では柱穴

は確認できなかった。

遺物(第13図、第l表)

13-1は高杯の脚部である。内外面ともヘラミガキが施され、外面には赤色塗彩が施されている。四方

向に透かし孔が開けられている。 2は壷である。外面はヘラミガキが、内面はヘラケズリが施されている。

-13ー
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刀クフン
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カクラ伽同
炉1

∞l 

4完

1 褐色土 (lOYR4/4)焼土粒、炭化粒を含む。

⑨ 訟i 白|

否もと喜

G G' 

カク万励禰
炉3
1.褐色土 (lOYR4/4)焼土粒、炭化粒を含む。

凶|

A' 

同|

A' 

@ 
/¥ 

E I ( 、、/E' 

E E' 

物伽繍腕lラン
炉2

l 黒褐色土 (10YR2/3)焼土粒、
炭化粒を微量、砂磯を含む。

。標高412.20m(l : 80) 2m 

1 褐色土 (10YR4/4)焼土粒、炭化粒を含む。

。標高411.80m(1・ 40) 1m 

第10図 3号住居土止・炉実測図
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3 . 4は蓋で口縁部から胴部にかけて櫛描き

波状文を施しており、 3の頭部には櫛描き簾

状文が施されている。時期:出土遺物や住居

祉の形態から弥生時代後期頃の所産と思われ

る。

④ /デづ
同j

。
P9 

A If qs 
P1::j I !=. 

同j

A A' 

仁……1M機

⑭ 

~~ι 

C C' 
l 

器'IJ棚2脇醜期脚館.

¥Lf。(l : 4) 
第11図 3号住居祉出土遺物実測図

同|

1.暗褐色土 (lOYR3/3)砂礁を含む。

。標高411.90m(l : 80) 

1.褐色土 (lOYR4/4)焼土粒を多く含む。

。標高411.50m(1・ 40) 1m 

2m 

第12図 4号住居祉・炉実測図
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o (1 : 4) 10cm 

第13図 4号住居枇出土遺物実測図

∞| 
ミミミ

調

凶l
1.黒褐色土 (lOYR3/2)炭化粒を微量、砂磯を含む。

。標高412.50m(1 : 80) 2m 

1. a音赤褐色土 (lOR3/2)焼土粒・焼土ブロックを多く含む。

。

第14図 5号住居壮・炉実測図
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⑭ 凶|

A A' 

国|

ι4  3 
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C C' 

1物働協微弱静，

1.黒褐色土 (lOYR2/2)粘質土。炭化粒を微量、砂礁を含む。
2.黒褐色土 (10YR2/3)粘質土。 (P1)
3.黒褐色土 (10YR2/3)粘質土。 (P5)
4.黒褐色土 (10YR2/3)粘質土。 (P8)
5.黒褐色土 (lOYR2/3)粘質土。 (P14)
6.黒褐色土 (lOYR2/3)粘質土。 (P22)

。標高411.60m(1 : 80) 2m 

1.褐色土 (10YR4/4)炭化粒・焼土粒を含む。

。標高411.50m(1 : 40) 1m 

第15図 6号住居祉・炉実涙u図
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(5) 5号住居祉

遺構(第14図)

'~ームノグ
。(1: 4) lOcm 

第16図 6号住居祉出土遺物実測図

検出位置 :Cこ8、Cこ9グリッド。重複関係:北側が調査区外未検出のため詳細は不明である。平面形

態:調査区外未検出のため詳細は不明であるが、 2.4mx2.4m程度の小規模な隅丸方形を呈しているものと

思われる。主軸方位はN-80-Eを指す。覆土:黒褐色を基調とする土層が堆積していた。炉祉:住居祉北

側の床面において lヶ所の焼土範囲を確認した。焼土はわずかに赤化していただけで硬化はしておらず、極

めて脆弱なものであった。床面の状況:概ね平坦であった。地山を掘り込んで床面を形成していた。ピッ

ト:床面において 1基のピットを確認したが、用途などは判然としない。遺物出土状況:遺物は住居祉覆土

中から少量出土した。柱穴:今回の調査では柱穴は確認できなかった。遺物:図示しえる遺物は出土しなか

った。時期:時期は不明である。

(6) 6号住居祉

遺構(第15図)

検出位置:1あ3、Iあ4、Iい3、Iい4グリッド。重複関係:なし。平面形態:概ね4.6mx3.6mの隅

丸方形を呈している。主軸方位はN-410 -wを指す。覆土:黒褐色を基調とする土層が堆積していた。炉

社:住居祉北側の床面において 1ヶ所の焼土範囲を確認した。焼土は赤化していたが硬化はしておらず、脆

弱なものであった。床面の状況:概ね平坦であった。地山を掘り込んで床面を形成していた。ピット:床面

において、 25基のピットが確認された。南側が多い傾向があるが、用途などは判然としない。遺物出土状

況:住居祉の覆土下層から少量の遺物が出土した。柱穴:今回の調査では柱穴は確認できなかった。

遺物(第16図、第1表)

16-1・2は高杯である。 3は査の底部である。 3点ともに表面は磨滅している。時期:出土遺物や住居

祉の形態から弥生時代後期頃の所産と思われる。

(7) 7号住居祉

遺構(第17図)

検出位置:1う3、Iう4、Iえ3、Iえ4、Iお4グリッド。重複関係:南側を撹乱に切られている。平

面形態:南側を撹乱で切られているため詳細は不明であるが、長軸約6.8mの隅丸方形を呈している。主軸

方位はN-490 -Eを指す。覆土:黒褐色を基調とする土層が堆積していた。炉社:住居社北側の床面におい

て4ヶ所の焼土範囲を確認した。炉1-3の焼土は赤化していたが硬化はしておらず、脆弱なものであった。

炉4は火床面が硬化していた。床面の状況:概ね平坦であった。地山を掘り込んで、床面を形成していた。ピ

-18ー
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1.黒褐色土 (lOYR2/3)砂礁を多く含む。
2.黒褐色土 (lOYR2/3)粘質土。 (P4)
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7号住居祉・炉実測図
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第18図 7号住居祉出土遺物実測図
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A_Æp~A 
、
凶|
民主主

.-<-+於ミミ

尚早軍側凶~
調査区外

。 (1 : 4) 10cm 

1.暗褐色土 (10YR3/3)炭化粒を微量含む。
A 1 A' 

rl//!i石川

第19図 8号住居牡実測図

⑧ 
凶|

A' 

。標高411.80m(l・ 80) 2m 

1.黒褐色土 (lOYR3/2)焼土粒、炭化粒を微量含む。

第20図 9号住居祉実測図
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ット:床面において15基のピットが確認された。用途は判然としない。遺物出土状況:住居祉の覆土下層か

ら少量出土した。柱穴:今回の調査では柱穴は確認できなかった。

遺物(第18図、第l表)

18-1は土師器査である。 2は粗製の歪である。 3は聾である。時期:出土遺物や住居祉の形態から古墳

時代後期頃の所産と思われる。

(8) 8号住居祉

遺構(第19図)

検出位置:1か5グリッド。重複関係:南側が調査区外未検出のため詳細は不明である。平面形態:南側が

調査区外未検出のため詳細は不明であるが、小規模な隅丸方形を呈するものと思われる。覆土:黒褐色を基

調とする土層が堆積していた。カマド:検出されなかった。床面の状況:概ね平坦であった。地山を掘り込

んで床面を形成していた。ピット:床面において l基のピットが確認された。用途などは判然としない。遺

物出土状況:遺物は住居杜覆土の下層から少量出土した。柱穴:今回の調査では柱穴は確認できなかった。

遺物:図示しえる遺物は出土しなかった。時期:時期は不明である。

(9) 9号住居祉

遺構(第20図)

検出位置:1か5、Iき5グリッド。重複関係:1号溝祉と12号土坑に切られる。南側が調査区外未検出の

ため詳細は不明である。平面形態:調査区外未検出のため詳細は不明である。覆土:黒褐色を基調とする土

層が堆積していた。カマド:検出されなかった。床面の状況:概ね平坦であった。地山を掘り込んで床面を

形成していた。ピット:床面において、 3基のピットが確認された。用途などは判然としない。遺物出土状

況:遺物は住居祉覆土の下層から少量出土した。柱穴:今回の調査では柱穴は確認できなかった。遺物:図

示しえる遺物は出土しなかった。時期:時期は不明である。

(10) 10号住居祉

遺構(第21図)

検出位置:1け2、Iけ3、Iこ2、Iこ3グリッド。重複関係:北側が調査区外未検出のため詳細は不明

である。南側を撹乱に切られている。平面形態:調査区外未検出のため詳細は不明であるが、隅丸方形を呈

するものと思われる。主軸方位はN-280 -wを指すものと思われる。覆土:黒褐色を基調とする土層が堆積

していた。カマド:住居祉の東側から検出された。住居廃絶時に解体されたものと思われ、カマド掘方周辺

に石材が散乱した状態であった。床面の状況:概ね平坦であった。地山を掘り込んで床面を形成していた。

ピット:床面において、 5基のピットが確認された。用途などは判然としない。遺物出土状況:住居祉の覆

土上・中層からも少量は出土したが、ほとんどの遺物は下層からの出土であった。柱穴:今回の調査では柱

穴は確認できなかった。

遺物(第22図、第1表)

22-1は土師器杯で、内外面ともにヘラミガキが施されている。 2は土師器小型聾で、内外面ともにナデ

調整が施されている。 3-5は土師器聾である。内外面ともにナデ調整が施されている。時期:出土遺物や

住居祉の形態から古墳時代後期頃の所産と思われる。
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1. a音褐色土 (lOYR3/3)砂磯を多く含む。破壊されたカマド。

。標高411.80m(1・ 40) 1m 

第21図 10号住居祉・カマド実測図
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(11) 11号住居祉

遺構(第23図)

ミ耳2
、M

" 

o (1: 4) lOcm 

第22図 10号住居祉出土遺物実測図

検出位置 :Nあ3、Nあ4、Nい2、Nう2、Nい3、Nい4、Nう3グリッド。重複関係:住居祉中央付

近を l号溝祉に切られる。平面形態:1号溝祉に切られているため詳細は不明であるが、概ね7.lmx4.lm 

の隅丸方形を呈するものと思われる。主軸方位はN-200-wを指す。覆土:黒褐色を基調とする土層が堆積

していた。カマド:検出されなかった。床面の状況:概ね平坦であった。地山を掘り込んで床面を形成して

いた。ピット:床面において、 2基のピットが確認された。用途などは判然としない。遺物出土状況:住居

祉の覆土上・中・下層から偏りなく出土した。柱穴:今回の調査では柱穴は確認できなかった。

遺物(第24図、第l表)

24-1は須恵器杯蓋である。 2は須恵器杯である。 3は土師器杯で内面は黒色処理されている。

時期:出土遺物や住居祉の形態から奈良時代後半~平安時代前半頃の所産と思われる。

(12) 12号住居祉

遺構(第25図)

検出位置 :Nう3、Nえ3、Nえ4グリッド。重複関係:なし。平面形態:5.lm x3.6mの隅丸方形を呈す

る。主軸方位はN-llO-Eを指す。覆土:黒褐色を基調とする土層が堆積していた。カマド:住居祉の東側

から検出された。住居廃絶時に解体されたものと思われ、カマド掘方周辺に石材が散乱した状態であった。

床面の状況:概ね平坦であった。地山を掘り込んで床面を形成していた。ピット:床面において、 3基のピ

ットが確認された。用途などは判然としない。遺物出土状況:住居祉の覆土上・中層からも少量は出土した

が、ほとんどの遺物は下層からの出土であった。柱穴:今回の調査では柱穴は確認できなかった。

遺物(第26図、第l表)

26-1-3は須恵器杯である。 4-9は土師器坪で、 4の底部には回転糸切り痕を残す。 5は高台付杯で

内面に黒色処理が施されている。

時期:出土遺物や住居祉の形態から平安時代頃の所産と思われる。
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SD-Ol 
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1.暗褐色土 (lOYR3/4)砂磯を多く含む。

2m 
標高411.70m
(1 : 80) 。SD-Ol 

C 

ミ三主Jl

11号住居i止実測図

実三童三野

第23図

ーヂ撃も司

lOcm (1・ 4)。

11号住居祉出土遺物実測図
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1.暗褐色土 (10YR3/3)焼土粒・炭化粒を微量、
砂礁を多く含む。
2.暗褐色土 (10YR3/4)砂礁を含む。 (Pl)

。標高411.50m(1 : 80) 2m 

1.黒褐色土 (10YR2/2)炭化物を少量含む。堆積層。
2.暗褐色土 (10YR3/3)炭化物・焼土ブロックを多く含む。
カマドの焼土層。
3.褐色土 (10YR4/4)カマド掘り方埋土。
4.褐色土 (10YR4/4)カマド掘り方埋土。
5.褐色土 (lOYR4/4)カマド掘り方埋土。

。標高411.30皿(1 : 40) 1m 

第25圏 12号住居祉・カマド実測図
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第26図 12号住居祉出土遺物実測図
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1.黒褐色土(lOY回:/3)砂礁を多く含む。
2.暗褐色土(lOYR3/3)砂礁を含む。 (P4)

第27図 13号住居祉実測図
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(13) 13号住居t止

遺構(第27図)

第28園 13号住居祉出土遺物実測図

。 (1:4) lOcm 

検出位置 :Nう3、Nう4、Nう5、Nえ3、Nえ4、Nえ5、Nお3、Nお4グリッド。重複関係:北側

を12号住居祉に切られている。平面形態:北側を12号住居祉に切られて詳細は不明であるが、 6.8mx6.0m 

の隅丸方形を呈する。主軸方位はN-70 -Wを指す。覆土:黒褐色を基調とする土層が堆積していた。カマ

ド:検出されなかった。床面の状況:概ね平坦であった。地山を掘り込んで床面を形成していた。ピット:

床面において、 14基のビットが確認された。用途などは判然としない。遺物出土状況:住居祉の覆土上・中

層からも少量は出土したが、ほとんどの遺物は下層からの出土であった。柱穴:今回の調査では柱穴は確認

できなかった。

遺物(第28図、第1表)

28-1は須恵器翠である。 2は土師器歪である。時期:出土遺物や住居祉の形態から古代の所産と考えら

れるが詳細は不明で、ある。

(14) 14号住居t止

遺構(第29図)

検出位置 :Nか4、Nか5、Nき4、Nき5グリッド。重複関係:南西側が調査区外未検出のため詳細は不

明である。住居祉中央北側を撹乱に切られている。平面形態:一部調査区外未検出のため詳細は不明である

が、概ね5.0mx4.2mの隅丸方形を呈するものと思われる。主軸方位はN-900 - Eを指す。覆土:黒褐色を

基調とする土層が堆積していた。カマド:住居祉の東側から検出された。粘質土を用いたカマドで、北側の

ソデ部の残存状況は比較的良かったが、南側のソデ部は残存していなかった。床面の状況:概ね平坦であっ

た。地山を掘り込んで床面を形成していた。ピット:確認されなかった。遺物出土状況:住居祉の覆土下層

から少量出土した。柱穴:今回の調査では柱穴は確認できなかった。

遺物(第30図、第l表)

30-1~3 は須恵器坪で、底部には回転糸切り痕を残す。 4 は土師器聾である。時期:出土遺物や住居祉

の形態から奈良時代後半~平安時代初頭頃の所産と思われる。

(15) 15号住居祉

遺構(第31・32図)

検出位置 :Nく4、Nく5グリッド。重複関係:住居祉のほとんどが調査区外未検出のため詳細は不明であ

-27ー
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1.黒褐色土(lOY回13)砂礁を多く含む。

。標高411.20m(1 : 80) 2m 

1.黒褐色土 (10YR2/2)炭化物を少量含む。堆積層。
2.暗褐色土 (10YR3/3)炭化粒・焼土粒を含む。堆積層。
3.暗褐色土 (lOYR3/3)炭化物・焼土プロックを多く含む。
カマドの焼土層。
4.褐色土 (lOYR4/4)カマド掘り方埋土。

。標高411.10m(1 : 40) 1m 

第29図 14号住居祉・カマド実現1]図
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。(1 : 4) 

第30図 14号住居祉出土遺物実測図

⑧ 

1.黒褐色土 (10YR2/3)砂様を多く含む。

伽同i

第31図 15号住居祉実測図
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1.暗褐色土 (10YR3/3)炭化粒・焼土粒を含む。堆積層。
2.黄褐色土 (5YR5/6)粘土プロック主体層。崩落したカマド天井部。
3.明黄褐色土 (lOYR6/6)粘土ブロック主体層。カマド袖部。
4.暗褐色土 (10YR3/3)炭化物・焼土プロックを多く含む。
カマドの焼土層。
5.褐色土 (10YR4/4)カマド掘り方埋土。

4勝。
令
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マ
あ
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血
管

。標高411.4Om(l : 40) 1m 

第32図 15号住居t止カマド実測図
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第33図 15号住居祉出土遺物実涙u図
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1.暗褐色土 (10YR3/3)砂礁を多く含む。
2.にぷい黄褐色土 (10YR4/3)貼り床層。

。標高411.50m(l : 80) 2m 

1.暗褐色土 (10YR3/3)炭化物・焼土プロックを多く含む。
カマドの焼土層。
2.暗褐色土(lOY悶13)地山粒を多く含む。カマド掘り方埋土。
3.晴褐色土 (10YR4/4)地山粒を多く含む。貼り床層。

。標高411.50m(l・ 40) 1m 

第34図 16号住居祉・カマド実測園
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第35図 16号住居祉出土遺物実測図
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1.黒褐色土 (lOYR212)粘質土。砂磯を多く含む。

。標高411.50m(l・ 80) 2m 

第36図 17号住居壮実現!J図

セ多グ2 C@3 己主ユイ

ミ主イ 亡ミ主ヲJ6。 ( 1・4) lOcm 

第37図 17号住居枇出土遺物実測図

る。平面形態:調査区外未検出のため詳細は不明である。覆土:黒褐色を基調とする土層が堆積していた。

カマド:住居祉の北東側から検出された。粘質土を用いたカマドで、ソデ部の残存状況は良好であった。床

面の状況:概ね平坦であった。地山を掘り込んで床面を形成していた。ピット:確認できなかった。遺物出

土状況:住居祉の覆土上・中層からも少量は出土したが、ほとんどの遺物は下層からの出土で、カマドとそ

の周辺に集中していた。柱穴:今回の調査では柱穴は確認できなかった。

遺物(第33図、第1・2表)

33-1 ~ 4は土師器杯である。内面はミガキが施されている。 8は甑で、底部に複数の穿孔がある。 5は

土師器査である。 6・7・9は土師器聾で、焼損している。時期:出土遺物や住居祉の形態から古墳時代後

期頃の所産と思われる。
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1.暗褐色土 (lOYR3/3)砂磯を多く含む。
2.暗褐色土 (lOYR3/4)砂擦を含む。 (Pl)
3.暗褐色土 (lOYR3/4)砂礁を含む。 (P3)

。

@ 

標高411/ωm
(1 : 80) 2m 

1.黒褐色土 (lOYR2/3)炭化物を少量含む。堆積層。
2.暗褐色土 (lOYR3/3)炭化物・焼土ブロックを多く含む。
カマドの焼土層。
3.にぶい黄褐色土 (lOYR4/3)カマド袖部。
4.暗褐色土 (lOYR3/3)地山粒を多く含む。カマド掘り方坦土。

。標高411.60m(l : 40) 1m 

第38図 18号住居祉・カマド実測図
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(16) 16号住居枇

遺構(第34図)

¥¥ームダノ 七ユ7，に工Z2 

Dニノ8

O (l : 4) 1Ocm 

第39図 18号住居祉出土遺物実測図

検出位置 :Nき2、Nき3、Nく2、Nく3グリッド。重複関係:北側を擾乱に切られている。平面形態:

北側を撹乱に切られているため詳細は不明であるが、概ね4.9mx4.4mの隅丸方形を呈するものと思われる。

主軸方位はN-68。ーEを指す。覆土:黒褐色を基調とする土層が堆積していた。カマド:住居祉の東側ヵ、ら

検出された。住居廃絶時に解体されたものと思われ、カマド掘方周辺に石材が散乱した状態であった。床面

の状況:概ね平坦であった。地山を掘り込んだ後に、厚さ数センチの床土を敷き込んでいた。ピット:床面

においてl基、床下において4基のピットが確認された。用途などは判然としない。遺物出土状況:住居祉

の覆土上・中層からも少量は出土したが、ほとんどの遺物は下層からの出土であった。柱穴:今回の調査で

は柱穴は確認できなかった。

遺物(第35図、第2表)

35-1・2は土師器杯でヘラミガキが施されている。 3はミニチュア土器である。 4は土師器甑で底部に

複数の穿孔がある。 5-8は土師器聾である。時期:出土遺物や住居祉の形態から古墳時代後期頃の所産と

思われる。
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第40図 19号住居祉実測図

尚|

1.黒褐色土 (10YR2/3)焼土粒、
炭化粒を微量、砂礁を多く含む。
2.暗褐色土 (10YR3/3)礁を含む。 (P4)

。標高411.70m(1 : 80) 2m 

(17) 17号住居祉

遺構(第36図)

検出位置 :Nく2、Nく3グリッド。重複関係:西側が調査区外未検出のため詳細は不明である。東側を揖

乱に切られている。平面形態:住居壮のほとんどが調査区外未検出のため詳細は不明である。覆土:黒褐色

を基調とする土層が堆積していた。カマド:検出されなかった。床面の状況:概ね平坦で、あった。地山を掘

り込んで床面を形成していた。ピット:検出されなかった。遺物出土状況:住居祉の覆土上・中層からも少

量は出土したが、ほとんどの遺物は下層からの出土であった。柱穴:今回の調査では柱穴は確認できなかっ

た。

遺物(第37図、第2表)

37-1は土師器高杯であるが須恵器高杯を模倣したものである。 2-6は土師器の杯であるが、須恵器杯

を模倣したものである。いずれも精搬な粘土を用いて作られている。時期:出土遺物や住居祉の形態から古
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第41図 19号住居壮出土遺物実測図(1)

-38ー



戸十--¥

ぬ

墳時代後期頃の所産と思われる。

(18) 18号住居t止

遺構(第38図)

¥ ¥ 26 

第42図 19号住居祉出土遺物実測図 (2)

o (1 : 4) lOcm 

検出位置 :Nかl、Nきlグリッド。重複関係:北側が調査区外未検出のため詳細は不明で、ある。西側の一

部分を撹乱に切られている。平面形態:調査区外未検出のため詳細は不明であるが、隅丸方形を呈するもの

と思われる。主軸方位はN-900 -Eを指す。覆土:黒褐色を基調とする土層が堆積していた。カマド:住居

祉の東側から検出された。石材と粘質土を用いたカマドで、ソデ部の残存状況は比較的良かった。床面の状

況:概ね平坦であった。地山を掘り込んで床面を形成していた。ピット:床面において、 6基のピットが確

認された。用途などは判然としない。遺物出土状況:住居祉の覆土上・中層からも少量は出土したが、ほと

んどの遺物は下層からの出土であった。柱穴:今回の調査では柱穴は確認できなかった。

遺物(第39図、第2表)

39-1 ・ 2 は須恵器杯で底部に回転糸切痕を残す。 3~9 は土師器杯で、 3 ・ 4 . 8以外は内面に黒色処
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理が施されている。 10は高杯の脚部であるが、カマドで支脚として使われていた。時期:出土遺物や住居祉

の形態から平安時代後半頃の所産と思われる。

(19) 19号住居祉

遺構(第40図)

検出位置 :Nあ2、Nあ3、Nあ4、Nい2、Nい3、Nい4、Nう2、Nう3、Nう4グリッド。重複関

係 :11号住居祉を切っている。 l号溝祉に切られている。南側を撹乱に切られている。平面形態:南側を撹

乱に切られているため詳細は不明であるが、概ね7.7mx7.3mの隅丸方形を呈するものと思われる。主軸方

位はN-50-Eを指す。覆土:黒褐色を基調とする土層が堆積していた。炉:検出されなかった。床面の状

況:概ね平坦であった。地山を掘り込んで床面を形成していた。ピット:床面において、 6基のピットが確

認された。用途などは判然としない。遺物出土状況:住居祉の覆土上・中層からも多く出土したが、ほとん

どの遺物は下層からの出土であった。柱穴:今回の調査では柱穴は確認できなかった。

遺物(第41・42図、第2・3表)

41-1-3は土師器器台で、 1は外面に3は内外面共に赤色塗彩されている。 1. 3は4方向に、 2は6

方向に円形の透孔が開けられている。 4-9は高杯で、 5は内外面共に赤色塗彩されている。 5は脚部のみ、

6-9は杯部のみが残存していた。 10-16は土師器壷である。 16は小型丸底査である。 17は甑である。底部

に直径2cm程の孔がlつ開けられている。 18-28は土師器妻である。 27・28は布留聾の特徴をよく表してい

る。時期:出土遺物や住居祉の形態から古墳時代初頭頃の所産と思われる。
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第2節土坑祉

(1) 1号土坑

遺構(第43図)

検出位置 :Mく4グリッド。重複関係:調査区外未検出のため詳細は不明である。 2号土坑を切ってい

る。平面形態:調査区外未検出のため詳細は不明である。断面形態:浅い皿状を呈し、検出面からの深さは

9cmである。覆土:暗褐色土(lOYR3I 3)の単層であった。遺物出土状況:下層より数点出土した。時

期:帰属時期は不明である。

(2) 2号土坑

遺構(第43図)

検出位置 :Mく4グリッド。重複関係:調査区外未検出のため詳細は不明である。 l号土坑に切られている。

平面形態:調査区外未検出のため詳細は不明である。断面形態:碗状を呈し、検出面からの深さは約25cm

を測る。覆土:黒褐色土 (lOYR2/3)の単層であった。遺物出土状況:図示しえる遺物は出土しなかった。

時期:帰属時期は不明で、ある。

(3) 3号土坑

遺構(第43図)

検出位置 :Mく4グリッド。重複関係:なし。平面形態:長軸約83cm、短軸約60cmの楕円形を呈し、主軸方

位はN-30 -Eを指す。断面形態:逆台形状を呈し、検出面からの深さは40cmを測る。覆土:黒褐色粘質土

(10YR3/2 )の単層であった。遺物出土状況:覆土中より偏りなく数点出土した。

遺物(第45図、第3表): 45-1は土師器杯である。摩耗しており調整は不明で、ある。時期:出土遺物から古

墳時代後期頃の所産と考えられる。

(4) 4号土坑

遺構(第43図)

検出位置 :Mく3グリッド。重複関係:7号土坑に切られる。平面形態:長軸約1.0m、短軸約8.5mの楕円

形を呈し、主軸方位はN-20-Eを指す。断面形態:深い椀状を呈し、検出面からの深さは約45cmを測る。

覆土:黒褐色土 (lOYR2/3)の単層であった。遺物出土状況:覆土中から陶器片がl点出土した。時期:

帰属時期は中世以降であると考えられるが詳細は不明である。

(5) 5号土坑

遺構(第43図)

検出位置 :Mか4グリッド。重複関係:2号住居祉を切っている。平面形態:長軸約2.4m、短軸約1.4mの

不正形な楕円形を呈し、主軸方位はN-1。ーEを指す。断面形態:皿状を呈し、検出面からの深さは38cm

である。覆土:暗褐色土 (10YR3I 3)の単層であった。遺物出土状況:覆土中より偏りなく数点出土した。

時期:帰属時期は不明である。
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(6) 7号士坑

遺構(第43図)

検出位置 :Mく3、Mく4グリッド。重複関係:2号住居を切っている。平面形態:長軸約1.5m、短軸約

1.2mの楕円形を呈し、主軸方位はN-540-wを指す。断面形態:やや深い椀状を呈し、検出面からの深さは

72cmである。覆土:黒褐色土 (lOYR2/3)の単層であった。遺物出土状況:覆土中より偏りなく数点出

土した。時期:帰属時期は不明である。

(7) 8号土坑

遺構(第43図)

検出位置 :Mう4グリッド。重複関係:なし。平面形態:長軸約1.9m、短軸約1.6mの半円形を呈し、主

軸方位はN-120 -Eを指す。断面形態:皿状を呈し、検出面からの深さは20cmである。覆土:暗褐色土

(lOYR3 13)の単層であった。遺物出土状況:遺物は出土しなかった。時期:帰属時期は不明である。

(8) 9号土坑

遺構(第44図)

検出位置 :Hあ10、Iあl、Hい10、Iいlグリッド。重複関係:なし。平面形態:長軸約5.3m、短軸約

0.8mの長楕円形を呈し、主軸方位はN-460 -Eを指す。断面形態:概ね皿状を呈しているが、 4箇所の小ピ

ット状のくぼみがある。覆土:暗褐色土 (10YR313)の単層であった。遺物出土状況:覆土中より縄文土

器片がl点出土した。時期:帰属時期は不明である。

(9) 10号土坑

遺構(第44図)

検出位置:1う3グリッド。重複関係:なし。平面形態:長軸約1.6m、短軸約1.0mの隅丸方形を呈し、主

軸方位はN-OO-Eを指す。断面形態:浅い皿状を呈し、検出面からの深さは約7cmを測る。覆土:暗褐色

土 (10YR3/4)の単層であった。遺物出土状況:遺物は出土しなかった。時期:帰属時期は不明である。

(10) 11号土坑

遺構(第44図)

検出位置:1き2、Iき3グリッド。重複関係:なし。平面形態:長軸約0.8m、短軸約1.0mの楕円形を

呈し、主軸方位はN-160 -Eを指す。断面形態:2段に掘り込まれた逆台形を呈し、検出面からの深さは

40cmである。覆土:暗褐色土 (10YR313)の単層であった。遺物出土状況:図示しえる遺物は出土しな

かった。時期:帰属時期は不明である。

(11) 12号土坑

遺構(第44図)

検出位置:1き5グリッド。重複関係:北側が調査区外未検出のため詳細は不明である。 9号住居祉を切っ

ている。 1号溝祉に切られている。平面形態:南側が調査区外未検出のため詳細は不明であるが、概ね楕

円形を呈し、主軸方位はN-65。ーEを指す。断面形態:椀状を呈し、検出面からの深さは46cmである。覆
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\1~7 。 (1:4) lOcm 

第45図土抗祉出土遺物実5.!!!J図

土:黒褐色土 (lOYR2/3)の単層であった。遺物出土状況:遺物は出土しなかった。時期:帰属時期は不

明である。

(12) 13号土坑

遺構(第44図)

検出位置:1け4、Iこ4グリッド。重複関係:なし。平面形態:長軸約2.25m、短軸約1.7mの不正形な

楕円形を呈し、主軸方位はN-190 - Eを指す。断面形態:皿状を呈し、検出面約らの深さは約18cmである。

覆土:暗褐色土 (lOYR3 14)の単層であった。遺物出土状況:図示しえる遺物は出土しなかった。時期:

帰属時期は不明である。

(13) 14号土坑

遺構(第44図)

検出位置 :Nか3、Nか4、Nき3、Nき4グリッド。重複関係:なし。平面形態:長軸約3.6m、短軸約

1.5mの楕円形を呈し、主軸方位はN-900 -Eを指す。断面形態:緩やかな逆台形を呈し、検出面からの深さ

は約40cmである。覆土:暗褐色を基調とする土層であった。遺物出土状況:図示しえる遺物は出土しなか

った。時期:帰属時期は不明である。
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第3節溝祉

(1) 1号溝祉

遺構(第47図)

検出位置:1き5、Iく5、Iけ5、Iこ4、Iこ5、Nあ3、Nあ4、Nあ5、Nい3、Nい4、Nう2、

Nう3、Nえl、Nえ2、Nえ3、Nおl、Nお2、Nかlグリッド。重複関係:調査区外未検出のため詳

細は不明である。 9.11・19号住居社、 12号土坑を切っている。平面形態:調査区外未検出のため詳細は不

明であるが、南東~北西方向にのびている。断面形態:概ね逆台形を呈しており、検出面からの深さは8-

24cmである。覆土:暗褐色土 (10YR3/4)の単層であった。遺物出土状況:覆土中層から比較的多くの

遺物が出土した。

遺物(第46図、第3表): 46-1須恵器杯蓋である。 2-6は須恵器杯である。底部に回転糸切痕を残す。 7

・8は高台付杯である。底は平らでやや浅い。 10は須恵器蓋である。時期:出土遺物から平安時代前半頃の

所産と考えられる。

ご竺警出l¥ 」ノヒ工23文ピ長又

三三本ノ

」-LJ7

ミ二主立 こ三二正二JS
例

11 

10 

O (1 : 4) 1Ocm 

第46図 1号溝枇出土遺物実測図
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第4節 その他の遺構・遺物

(1 ) 遺構外出土遺物(第48図、第4・5表)

48-1は頁岩製の石鎌で、やや摩耗している。 2は黒曜石製の石鎌である。 3は土製品で縄文時代の耳飾

りと思われる。 4は碧玉製の管玉で、欠損している。 5・6は鉄鎌であると思われるが、錆が厚く判然とし

ない。 7は石皿である。
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第 1表掲載土器観察表 ( )推定値 ( )残存値を示す。

掲載
遺構名
現場 整理

種別
器種

残存度
法量(cm) 調 整・文 様

色 調 備 考
No. Nn No. 分類 口径器高底径 外 面 内 面

7-1 51-01 l 1 土師器 費
口~底部

13.5 14.2 7.0 ヘラナデ
口縁部)ヘラナデ

内外断)5YR4/6赤褐色
5/6 底部)ユピナデ

9-1 5I-02 l 土師器 費
口~底部 ()11.4 (10.4) (6.0) ヘラナデ ヘラナデ

内断)lOYR3/1黒褐色
1/3 外)5YR4/3にぶい黄褐色

11-1 51-03 l 弥生 壷 底部僅残 (5.7) 8.3 ナデ ナデ
内断)7.5YR6/3にぶい褐色 僅かに赤色塗彩の
外)10YR6/3にぶい褐色 痕跡が残る

ヘラミガキ
内)7.5YR6/4にぷい糧色

13-1 51-04 2 弥生 高杯 脚部3/4 (6.0) (16.0) 
赤色塗彩

ヘラミガキ 外)2.5YR4/6赤褐色 四方向透かしあり
断)5Y4/1灰色

13-2 51-04 4 1 弥生 壷 底部完存 (3.3) 11.0 ヘラミガキ ヘラナデ 内外断)7.5YR5/6明褐色

13-3 51-04 5 4 弥生 蔓
口~底部

16.0 (15.0) 
口~胴部)櫛描波状紋

ハケナデ 内外断)lOYR7/4にぷい黄樟色
1/3 頚部)櫛描簾状紋

13-4 51-04 3 弥生 饗
口縁部
(20紛 (7目5) 5本l組の櫛描簾状紋 ヘラナデ 内外断)5YR5/4

112 

16】1 51-06 2 弥生 高杯
脚部~連 (3.0) ヘラミガキ指ナデ ヘラミガキ指ナデ

内外)10YR4/2灰黄褐色
結部僅残 外)lOYR5/4にぷい褐色

16-2 51-06 l 1 弥生 高杯 脚部完存 (4.5) 102 ナデ 指ナデヘラミガキ 内外断)7.5YR6/4にぷい橿色

16目3 51-06 3 弥生 壷
底部~胴

(4.0) 6.8 ナデ ナデ
内)7.5YR5/3にぶい黄褐色

部僅残 外断)7.5YR4/3褐色

18-1 51-07 2 土師器 聾
口縁部
(15.6) (5.0) ハケナデ ヘラミガキ

内)10YR1/5褐色
1/4 外断)10YR6/3

18-2 51-07 1 1 土師器 小型聾 完形 8.0 7.0 3.0 ナデ ナデ 内外断)7.5Y6/4にぷい橿色

18同3 51-07 3 土師器 費
口~底部 (9.0) 9.0 3.5 ナデ ナデ 内外断)7.5Y6/6樫色 外国に煤付着
112 

22-1 51-10 3 土師器 t平
口~底部

(12必 4.2 8.0 ヘラミガキ ヘラミガキ 外内断)lOYR7/3にぷい黄橿色 底部ヘラケズリ
1/2 

22-2 51-10 4 土師器 小型要
口~底部 (9.6) 6.2 (6.0) ナデ ナデ 内外断)7.5YR6/4にぷい種色
113 

22-3 51-10 l 土師器 聾
底部胴

(4.5) 6.0 ナデ ヘラナデ
内)10YR6/3にぷい黄櫨色

部僅残 外断)2.5YR4/4赤褐色

22-4 51-10 2 土師器 喪
底胴部

(5.2) (6.0) ヘラナデ ヘラナデ
内断)7.5YR4/4褐色

2/3 外)7.5YR2/3

22-5 51-10 2 5 土師器 聾
底~胴部 (6.5) 7目。 ハケナデ ヘラナデ

内外)10YR3/3暗褐色
底部ヘラケズリ

2/4 断)7.5YR4/3

24-1 51-11 14 須恵器 杯蓋 112 (12.8) 2.7 ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ 内外断)NO/4灰色 ツマミ径2.5皿

24-2 51-11 2 須恵器 杯
口~底部 (14.0) 4.2 (72) ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ 内外断)5YR6/1灰色 底部回転糸切り
1/4 

24-3 51-11 15 土師器 杯
ロー底部

(13.4) 4.2 7.0 ロクロヨコナデ
ロクロヨコナデ 内)lOYR2/1

底部回転糸切り
3/4 黒色処理 外断)にぷい橿色

26-1 5H2 3 8 須恵器 杯 2/4 (14必 5.0 (6.5) ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ 外内断)lOYR6/2灰黄褐色 焼成不良

26-2 5H2 9 須恵器 杯 1/4 (14.0) 4.0 (5.5) ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ 内外断)2.5Y5/1黄灰色 焼成不良

26-3 5H2 10 須恵器 杯 1/4 (12.0) 4.0 (4.5) ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ 内外断)2.5Y5/1黄灰色 焼成不良

26-4 5H2 6 1 土師器 杯 1/4 (2.5) 6.0 ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ 外内断)10YR6/4にぶい樫色 底部回転糸切り

26-5 5H2 2 土師器 高台付杯 1/3 (3.2) 6.7 
ヘラミガキ ヨコナデ

内外断)2.5GY2/1黒色
黒色処理 黒色処理

26-6 5H2 4 土師器 杯
口~底部 (14.0) 4.5 (5.5) ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ

内断)10YR6/4にぶい黄櫨色
1/4 外)5YR6/4にぷい樺色

26ー7 5H2 5 土師器 杯
口~底部 (13.0) 4.5 (6.5) ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ 外内断)5YR6/~量色
1/3 

26-8 5H2 6 土師器 杯
ロ~底部 (14.0) 4.2 (7目。〉 ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ 内外断)7.5Y4/1灰色
1/4 

26国9 5H2 4 3 土師器 杯 1/3 13.4 4.2 (5.4) ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ 内外断)lOYR6/4にぷい賞樫色 底部ヘラ切り

28-1 51-13 2 須恵、器 曹
ロ縁部
(11.5) (3.3) ヨコナデ ヨコナデ 内外断)2.5Y512暗灰黄色 自然粕

1/4 

28-2 51-13 l 土師器 費
口~胴部 (12.0) (8.5) ヘラナデ ヘラナデ

内)lOYR5/3黄褐色
1/4 外断)7.5YR4/6褐色

30-1 51-14 1 l 須恵器 杯 ほぽ完形 14.0 3.4 6.8 ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ 内外断)2.5Y6/1黄灰色 底部回転ヘラ切り

30-2 51-14 4 須恵器 主不
口~底部 (12.0) 3.9 (5.7) ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ 内外断)5Y6/1灰色 底部回転へラ切り
116 

30ー3 51-14 2 2 須恵器 高台付杯
口底部

(15.3) 6.9 (8.6) ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ
内断)7.5Y5/1灰色

底部回転糸切り
1/4 外)5YR5/3にぷい赤褐色

筑ト4 51-14 5 土師器 蜜
口~胴部 (18.2) (8.0) ヘラケズリ ヘラケズリ 内外断)7.5YR3/3暗褐色
1/5 

33-1 51-15 8 土師器 杯
口~底部

13.4 4.4 6.2 ヘラナデ ヘラミガキ
内)10YR5/3にぷい黄褐色

3/4 外断)2.5Y7/4浅黄色

33-2 51-15 9 土師器 杯
ロー底部

(14.3) (3.9) (6.0) ナデ ヘラミガキ 内外断)10YR5/3にぷい黄褐色
1/4 

33-3 51-15 10 土師器 杯
ロー底部

(13.7) (3.7) (10.0) ナデ ヘラミガキ
内)7.5YR5/2.灰褐色

114 外断)lOYR6/4にぶい黄糧色

33-4 51-15 11 土師器 杯
口~底部 (132) (3.6) (8.5) ナデ ヘラミガキ 内外断)lOYR7I3にぶい黄糧色
1/4 

33-5 51-15 3 3 土師器 壷
胴~底部 (14.7) 7.0 ヘラケズリ ヘラナデ 内外断)7.5YR7.必櫨色
1/3 

33-6 51-15 4 4 土師器 費
胴~底部 (20.0) 7.0 内外断)lOYR4/3にぷい黄褐色
1/2 

33-7 51-15 6 6 土師器 費
胴~底部 (21.0) 6.0 ヘラケズリ ヘラケズリ 内外断)7.5YR5/3にぷい褐色
112 
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第2表掲載土器観察衰 < )推定値 ( )残存値を示す。

掲載
遺構名
現場 整理

種別
器種

残存度
法量(cm) 調 整・文 様

色 調 備 考No. Nn No. 分類 口径器高底径 外 面 内 面

33-8 SI-15 7 7 土師器 甑 ほほ完形 19.5 13.0 6.0 ヨコナデ ハケナデ・ヘラミガキ 内外断)10YR6/3にぷい黄櫨色

33-9 SI-15 5 5 土師器 費 胴~底部 (29.0) 5.6 ヘラナデ ハケナデ
内断)7.5YR5/4にぶい褐色

112 外)2.5YR4/4

35-1 SI-16 5 土師器 杯
口~底部 (13目0) 4.8 ヨコナデ ヘラミガキ 外内断)5YR6/8澄色
1/2 

35-2 SI-l6 6 土師器 杯 口~底部 (14.0) 5.5 ヘラミガキ ヘラミガキ 内外断)7.5YR6/4にぶい櫨色
3/4 

35-3 SI-l6 7 土師器 手控ね聾 胴~底部 (2.0) 4.0 ユピナデ ユピナデ 内外)lOYR5/4にぷい賞褐色

35-4 SI-16 10 9 土師器 鉱 口~底部 (18.08) 14.ι3 8.0 ナデ ナデ 内外断)5YR6/'描色
3/4 

35-5 SI-l6 8 土師器 蔓 ロ~底部 (12.0) 12.0 7.0 ナデ ナデ 内外断)5YR5/4にぶい褐色
3/4 

35-6 SI-16 l 10 土師器 蔓 口~底部 (18.0) 30.2 (7.0) ナデ ナデ 内外断)5YR6必櫨色
3/4 

35-7 SI-16 4 12 土師器 費 ロ~底部 (18.0) 22.0 ナデ ナデ 内外断)7.5YR6/4にぶい糧色
213 

35-8 SI-16 11 11 土師器 賓 ロ~底部 16.0 32.5 9.4 ナデ ナデ 内外断)7.5Y6/1にぶい樫色
4/5 

37-1 SI-17 7 土師器 高杯 2/3 11.0 (11.0) ミガキ ミガキ
内)10YR4/1褐灰色

須恵器模倣晶
外断)lOYR6/2にぷい黄糧色

37-2 SI-17 3 土師器 杯
口~底部 (10.0) 3.6 ヘラミガキ ヘラミガキ 内外断)5YR6/'暗色 須恵器模倣品
9/10 

37-3 SI-17 2 土師器 査 胴~底部 (6.5) (4.0) ミガキ ナデ 内外断)7.5YR6/4にぷい糧色 須恵器模倣品
112 

37-4 SI-17 9 土師器 杯 口~底部 (13.0) 4.5 ナデ ミガキ
内)7.5Y2/1黒色

須恵器模倣品
3/4 外断)lOYR6/2灰黄褐色

37-5 SI-17 10 土師器 杯 口~底部 (13.5) 4.8 ヘラケズリ ミガキ
内外)10YR7/2

須恵器模倣品
3/4 断)lOY2/1黒色

37-6 SI-17 11 土師器 杯 口~底部 (14.0) 4.0 ナデ ナデ
内外)lOYR7I3

須恵器模倣品
112 断)5Y5/1灰色

39-1 SI-18 10 10 須恵器 杯
口~底部 (14.0) 4.3 6.8 ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ 内外断)5Y7/1灰白色 底部回転糸切り
1/2 

39-2 SI-18 10 須恵器 杯 底部3/4 (2.7) 5.8 ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ 内外断)2.5Y7/1灰白色 底部回転糸切り

39-3 SI-18 I 1 土師器 杯
ロ~底部 (14.2) 5.3 6.0 ヨコナデ ナデ 内外断)7.5YR4/6褐色 底部回転糸切り
1/3 

39-4 SI-18 3 3 土師器 杯
口~底部 (13目0) 4.4 (5.8) ナデ ナデ 内外断)7.5YR4/6褐色 底部回転糸切り
1/2 

39-5 SI-18 5 5 土師器 ま本 口~底部 (13紛 4.5 (5.5) ヨコナデ ミガキ・黒色処理
内)10YR2/1黒色

底部回転糸切り
1/2 外断)7.5YR4/6褐色

口~底部 内)5Y2/1黒色39-6 SI-l8 7 7 土師器 杯
1/2 
(13.8) 3.9 6.3 ロクロヨコナデ ミガキ・黒色処理

外断)7.5YR4/6褐色
底部回転糸切り

39-7 SI-18 8 8 土師器 杯 口~底部 14.0 4.7 5.6 ロクロヨコナデ ミガキ・黒色処理
内)5Y2/1黒色

底部回転糸切り
5/6 外断)5YR4/6赤褐色

39-8 SI-18 12 土師器 杯 底部1/4 (13.0) 4.3 5.5 ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ 内外断)2.5YR5/6赤褐色 底部回転糸切り

39-9 SI-18 6 6 土師器 高台付杯 ロ~底部 16.4 5.8 7.4 ロクロヨコナデ ミガキ・黒色処理
内)10R2/1赤黒色

4/5 外断)lOR84/8赤色
39-10 SI-18 9 9 土師器 高杯 脚部 (9.8) ナデ 内外断)5YR4/6赤褐色 転用品

41-1 SI-19 22 土師器 器台 脚部1/4 (8.0) (16.0) ヘラミガキ・赤色塗彩 ナデ 内外断)7.5YR6必樫色

41-2 SI-19 5 土師器 器台 口~脚部 9.6 92 (13.8) ヘラミガキ ナデ 内外断)5YR7/4にぶい樫色
3/4 

41-3 SI-l9 6 土師器 器台 ほほ完形 旦4 10.4 12.0 ヘラミガキ ヘラミガキ
内外)lOR4/8赤色
断)5YR6.必樫色

41-4 SI-l9 16 土師器 高杯 脚部 (12.5) ヘラミガキ ヨコナデ 内外断)5YR6/6雀色

41-5 SI-19 17 土師器 高杯 脚部1/4 (6.5) (10.0) ヘフミガキ・赤色塗彩 ナデ・赤色塗彩 内外断)7.5YR6/4にぶい樫色

41-6 SI-l9 20 土師器 高杯 ロ~底部 (15.5) 5.2 9.0 ヘラミガキ ヘラミガキ 内外断)7.5YR6/4にぶい樟色
112 

41-7 SI-l9 20 土師器 高杯 杯部112(10.8) (4.8) ヘラミガキ ヘラミガキ 内外断)7.5YR5/4にぷい褐色

41-8 SI-19 3 土師器 高杯
ロ縁部 (11.6) (3.0) ナデ ナデ 内外断)7.5YR6/4にぶい樫色
1/4 

41-9 SI-19 2 土師器 高杯 口~底部 (14.4) (5.1) ナデ ナデ 内外断)5YR6/6澄色
114 

41-10 SI-19 18 土師器 査 口縁~頚 15.5 (5.0) ヨコナデ ヨコナデ 内外断)7.5YR6/4にぶい橿色
部僅残

41-11 SI-l9 18 土師器 壷 頚部2/3 6.8 ナデ ナデ
内)lOYR5/4にぶい黄褐色
外断)5YR5/8明赤褐色

41-12 SI-19 21 土師器 査 口縁完存 12.4 (72) ヘラミガキ ヨコナデ 内外断)7.5YR7/4にぷい糧色

41-13 SI-19 21 土師器 壷 口~胴部 14.0 (15.2) ナデ ナデ 内外断)7.5YR6/4にぷい橿色
3/4 

41-14 SI-19 19 土師器 壷
口縁部 (14.0) (4.3) ナデ ナデ

内外)7.5YR6必糧色
3/4 断)7.5YR5/1褐灰色

41-15 SI-19 14 土師器 壷
口縁部 (12.5) (7.8) ハケナデ ナデ 内外断)10YR5/4にぷい賛褐色
115 

41-16 SI同19 4 土師器 壷 ほほ完形 12.5 7.4 ナデ ナデ
内外)5YR6/8糧色
断)7.5YR6.必橿色

41-17 SI-19 23 土師器 甑
ロ底部 (18.0) 7.3 3.5 ナデ ナデ 内外断)7.5YR6必櫨色
1/3 
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第3表掲載土器観察表 ( )推定値 ( )残存値を示す。

掲載
遺構名
現場 整理

種別
器種

残存度
法量(cm) 調 整・文 様

色 調 備 考
Nu Nu No. 分類 口径器高底径 外 面 内 面

141-18 5I-l9 7 土師器 要 底部1/3 (3.7) (6.0) ハケナデ ナデ
内断)lOYR6/4にぷい黄燈色
外)2.5YR5/8明赤褐色

41-19 51-19 10 土師器 費
口縁部 (23.7) (6.3) ハケナデ ハケナデ

内)5YR512灰黄褐色
113 外断)10YR5/4にぷい黄褐色

41-20 51-19 15 土師器 蔓
口縁部 (21.9) (4.8) ハケナデ ナデ

内)10YR5/4にぷい黄褐色
114 外断)5YR4/3にぶい赤褐色

41-21 51-19 13 土師器 蔓
口縁部 (14.5) (5.8) ハケナデ ハケナデ 内外断)7.5YR6/4にぶい樫色
4/5 

41-22 51-19 12 土師器 費
口縁部 (17.5) (3.3) ナデ ナデ

内)10YR4/1褐灰色
1/4 外断)10YR6/4にぷい黄橿色

41-2沼 51-19 9 土師器 費
口縁部 (16ω (4.2) ヨコナデ ヨコナデ 内外断)10YR6/4にぷい黄櫨色
1/4 

42【2451-19 11 土師器 費
ロ縁部 (16.2) (8.0) ハケナデ ハケナデ 内外断)7.5YR6/4にぶい櫨色
113 

42-25 51-19 17 土師器 費 口~胴部 (18.4) (14.3) ハケナデ ナデ
内断)7.5YR5/3にぶい黄褐色

1/2 外)10YR5/3にぷい黄褐色

42-26 51-19 16 土師器 費
口縁部
(14ω (且7) ハケナデ ナデ

内断)7.5YR5/6明褐色
1/2 外)7.5YR4/3褐色

42-27 51-19 l 1 土師器 費 完形 13.8 15.2 4.3 ナデ ナデ
内)5YR4/6赤褐色
外断)5YR4/4にぷい赤褐色

42-2泡 51-19 8 土師器 窪 口~胴部 (17.8) (19.8) ハケナデ ハケナデ 内外断)2.5YR6/8糧色
2/3 

45-1 5K-01 1 土師器 杯 口~底部 (13.6) (4.2) (7.0) ヘラミガキ ヘラミガキ・黒色処理 内外断)7.5Y2/1黒色
1/4 

46-1 50-01 15 須恵器 杯蓋 口~天井 (13.6) 2.9 ヨコナデ ヨコナデ 内外断)7.5YR5/3黒色
112 

46-2 50-01 4 須恵器 杯 ロ~底部 (13.8) (3.8) 8.2 ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ 内外断)7.5Y5/1灰色
底部回転糸切り

112 内外商に火棒

46-3 50-01 6 須恵器 杯 口~底部 (11.8) (3.8) (7.0) ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ 内外断)7.5Y5/1灰色
底部へフ切

114 内外面に火棒

46-4 50-01 11 須恵器 杯
口~底部 (12.3) 3.5 7.0 ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ 内外断)7.5Y5/1灰色 底部静止糸切り
112 

46-5 50-01 12 須恵器 杯 口~底部 (13.3) 4.5 (7.7) ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ 内外断)7.5Y8/1灰白色 底部静止糸切り
114 

46-6 50-01 13 須恵器 杯 口~底部 (14.2) 4.3 8.0 ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ 内外断)7.5Y6/1灰色
底部回転糸切り

112 内外面に火棒

46-7 50-01 14 須恵器 高台付杯 口~底部 (12.8) 3.2 (9.0) ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ
内外)2.5YR4/1赤灰色 底部回転糸切り

115 断)2.5YR4/3にぷい赤褐色 貼り付け高台

46-8 50-01 16 須恵器 高台付杯 口~底部 (15.2) 3.5 (11.0) ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ 内外断)7.5Y5/1灰色
内外面に火様

1/6 貼り付け高台

46-9 50-01 3 土師器 杯
口~底部 (14.6) (4.3) (8.0) ナデ ヘラミガキ・黒色処理

内)2.5GY2/1黒色
112 外断)10YR7/4にぶい黄櫨色

46-10 50-01 17 須恵器 書 口~胴部 (23.0) (10.0) ナデ・タタキメ ナデ 内外断)7.5YR5/3にぷい褐色
114 

第4表掲載石器観察衰 ( )推定値 ( )残存値を示す。

掲載
遺構名

整理
種別 石質 残存度

法量(cm)
質量(g) 注 記 備 考

No. No. 長さ 。富 厚さ

48-1 SI-11 1 石鍛 頁岩 一部欠損 1.8 1.3 0.6 1.1 MKOII SI11 

48-2 S1-11 2 石鍛 黒曜石 一部欠損 2.9 2.1 0.6 3.4 MKOII SI11 

48-4 SD-01 1 管玉 碧玉 欠損 0.9 MKOII SD01 

48-7 SI-lO 石皿 安山岩 欠損 7.2 480 MKO II S110 No.7 

第5表掲載鉄器観察衰 ( )推定値 ( )残存値を示す。

注
寸

E
a
喜一一ロ 備 考

MKOII SD01 

MKOII SD01 
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第V章総括

本遺跡の発掘調査によって検出された遺構は、弥生時代から平安時代にいたる住居祉19棟、土坑祉13基、

溝社1条などであった。限られた調査区でありながらかくも多くの遺構が検出されたことから、周辺は密度

の濃い遺構分布を示すものと思われる。

大木久保遺跡はこれまでの分布調査や採集された遺物等によって縄文時代から平安時代にかけての集落遺

跡と考えられていた。これまでに発掘調査が行われたことはなかったが、今回の調査で金井地区の原始・古

代の状況が少し明らかになってきた。以下、今回の調査成果を時代ごとに概観する。

弥生時代に属する遺構として、 3・4・6号住居祉をあげることができる。全体的に遺物の出土量は少な

かったが、いずれも後期に属するものである。当該地区で弥生時代後期における卓越した遺跡は、本調査地

から西北に500mほど離れた場所に展開する塚田遺跡である。塚田遺跡では36棟もの弥生時代後期における

住居祉が検出されたほか、石包丁の未成品が多く出土したことから、稲作を主な生業とする集団が居住した

可能性が考えられる。恐らくは、遺跡西側の千曲川付近の後背湿地で稲作経営を行っていたものと思われる。

本遺跡も南側に千曲川の後背湿地が広がっていることから、稲作を生業とした人々が居住していたのであろ

つ。

古墳時代に属する遺構として、 1. 2・7・10・15・16・17・19号住居祉をあげることができる。このう

ち、 19号住居祉は古墳時代前期に属するもので、町内でこれほど土器類がそろった状態で出土した例は無い。

布留式段階の良好な資料として評価されよう。さらなる発見が待たれる。 1-17号住居並は古墳時代後期に

属するものである。当該地区で古墳時代後期における卓越した遺跡は、本調査地から南に800mほど離れた

場所に展開する青木下遺跡である。青木下遺跡では土師器や須恵器を環状に配列した祭杷遺構が確認され、

6世紀前半-7世紀前半にわたって断続的に祭杷が執り行われていたことが判明している。この青木下遺跡

では祭杷空間の南側に居住地もあり、祭杷が空間的に身近であったことがうかがえる。大木久保遺跡におい

ても同時代の集落が営まれていたことは興味深い。

古代に属する遺構として、 11・12・13・14・18号住居祉及びl号溝祉をあげることができる。これらはあ

る時期に固まって営まれたものではなく時間的に分散した状態で、およそ集落といった状況ではなかったも

のと思われる。

以上が今回の発掘調査から見えてきた、金井地区の原始・古代の状況の一端である。
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1号住居祉 (南より)大木久保遺跡 I完堀状況(西より)

大木久保遺跡E完堀状況(西より)2号住居祉 (南より)

4号住居枇 (南西より)3号住居祉 (南より)

6号住居祉 (南東より)
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5号住居祉(西より)
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8号住居祉 (東より)7号住居I止(南西より)

10号住居祉 (南西より)9号住居祉(北西より)

11号住居I止 (南東より)10号住居祉カマド (西より)

閣 ゐ 岡田開岡田町ー羽田園田四

12号住居1止(西より) 12号住居I止力マド(西より)
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14号住居祉 (西より)13号住居I止 (南より)

品~ ちー

15号住居I止 (西より)14号住居祉力マド (西より)

16号住居祉 (西より)15号住居1止力マド (北西より)

17号住居祉 (北より)
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18号住居祉カマド (西より)18号住居I止(西より)

19号住居I止遺物出土状況 (南より)19号住居祉(南より)

18号卜レンチ(西より)1号溝I止(北西より)

20号卜レンチ(西より)
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13-3 

4号住居祉出土土器 (1: 3) 

9-1 7-1 

3 ) 2号住居祉出土土器(1 1号住居祉出土土器 (1: 3) 

18-3 

7号住居祉出土土器 (1: 3) 

18-2 

22-5 22-2 22-1 

: 3) 10号住居祉出土土器 (1 

24-3 

11号住居I止出土土器 (1: 3) 
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6 26-9 26-7 26-3 26-2 

: 3) 12号住居祉出土土器(1 

30-3 
30-1 

: 3) 14号住居祉出土土器(1 

33-3 

33-5 

33-2 

33-7 

33-1 

33-9 

33-4 

33-8 33-6 

15号住居祉出土土器 (1: 3・1・4)
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35-5 35-4 

35-7 

35-6 

35-8 

3・1: 4) 16号住居I止出土土器(1 

37-4 37-1 

37-6 

3) 17号住居I止出土土器(1 
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8 39-4 39-3 39-1 

39-7 
39-6 

39-9 

39-5 

39-8 

39-10 

18号住居祉出土土器 (1 : 3) 

41-4 41-2 41-1 

41-13 
41-10 

41-16 

41-14 

41-7 

41-12 

41-21 41-17 

: 4) 19号住居祉出土土器① (1: 3・1
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42-27 
42-25 

42-28 

4) 19号住居壮出土土器② (1 

46-6 46-4 46-2 46-1 

1号溝祉出土土器 (1 : 3) 

48-3 

7号住居祉出土土製品① (1 1) 

1 ) 

48-2 

11号住居祉出土石器(1 

48-1 
48-7 

10号住居壮出土石器 (1: 8) 

48-6 

1号住居祉出土鉄製品 (1: 2) 

48-5 
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1号溝祉出土石製品 (1 1) 



報告書抄録

ふりがな おおぎくぼいせきいち・に・さん

書名 大木久保遺跡 1. II . m 

副書名 長野県埴科郡坂城町 町立南条小学校改築事業に係る緊急発掘調査報告書

巻次

シリーズ名 坂城町埋蔵文化財調査報告書

シリーズ番号 第46集

編著者名 時信武史

編集機関 坂城町教育委員会

所在地 〒389-0601 長野県埴科郡坂城町大字坂城6362-1 TEL 0268-82-1109 

発行年月日 2016年3月31日

ふ所収り遺が跡名な ふ所り在が地な コード
北緯

調査面積

市町村i遺跡番号
東経 調査期間

(ぱ)
調査原因

大お指木ぎ久〈保ぽ遺いせ跡き 埴み南iまにな科みしな条じよ郡ぐうん坂さか城きま町ち大おおあ字ぎ
20521 : 2014年3月3日~

坂城町による町立

36026'05" 138011' 37" 2.800ぱ 南条小学校改築
1 . II . m 2015年12月10日

事業

所収遺跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

大木久保遺跡
竪穴住居社 19棟 弥生土器・土師器

弥生~平安時代の
集落社 縄文~平安 土坑社 13基 -須恵器・鉄器・

1 . II . m 
溝社 l条 石器・土製品

集落祉の調査

-63ー



坂城町埋蔵文化財調査報告書

『開畝製鉄遺跡一第l次調査報告書』 1977 
『開畝製鉄遺跡ー第2次調査報告書』 1978 
『東裏遺跡』 1983 
『中之条遺跡群宮上遺跡IIJ(概報) 1993 
『南条遺跡群塚田遺跡』 1993 

第l集 『南条遺跡群東裏遺跡E・青木下遺跡』 1994 
第2集 『町内遺跡発掘調査報告書』 1994 
第3集 『町内遺跡発掘調査報告書』 1995 
第4集 『南条遺跡群塚田遺跡IIJ 1995 
第5集 『豊能堂遺跡・上町遺跡・寺浦遺跡・東町遺跡』 1996 
第6集 『中之条遺跡群寺浦遺跡II.I 1996 
第7集 『中之条遺跡群上町遺跡II.I 1996 
第8集 『上五明条里水田社』 1996 
第9集 『町内遺跡発掘調査報告書1995.1 1996 
第10集 『坂城町試掘調査・立会い調査報告書』 1996 
第11集 『町内遺跡発掘調査報告書1996.1 1997 
第12集 『成久保・町横尾遺跡』 1998 
第13集 『込山Bほか発掘調査報告書 199刀 1998 
第14集 『町内遺跡発掘調査報告書199剖 1999 
第15集 『町内遺跡発掘調査報告書1999.1 2000 
第16集 『開畝遺跡mJ 2000 
第17集 『中之条遺跡群北川原遺跡II.I 2001 
第四集 『町内遺跡発掘調査報告書2000.1 2001 
第19集 『中之条遺跡群宮上遺跡1. II・m.w.l 2001 
第20集 『金井東遺跡群保地遺跡II.I 2002 
第21集 『町内遺跡発掘調査報告書2001.1 2002 
第22集 『町内遺跡発掘調査報告書2002.1 2003 
第23集 『豊鏡堂遺跡m.l 2004 
第2准集 『坂城町町内遺跡発掘調査報告書2003j 2004 
第25集 『坂城町内遺跡発掘調査報告書2∞4.1 2005 
第26集 『坂城町内遺跡発掘調査報告書200日 2006 
第27集 『込山遺跡群込山C遺跡II. m.l 2006 
第28集 『込山遺跡群込山D遺跡IJ 2007 
第29集 『坂城町内遺跡発掘調査報告書2∞ω 2007 
第30集 『南条遺跡群青木下遺跡II. m.l 2007 
第31集 『開畝遺跡wJ 2008 
第32集 『町横尾遺跡II.I 2008 
第33集 『坂城町内遺跡発掘調査報告書2007.1 2008 
第34集 『中之条遺跡群上町遺跡w.V.I 2009 
第35集 『坂城町内遺跡発掘調査報告書200剖 2009 
第36集 『中之条遺跡群寺浦遺跡、町』 2010 
第37集 『坂城町内遺跡発掘調査報告書2009.1 2010 
第38集 『坂城町内遺跡発掘調査報告書2010.1 2011 
第39集 『町横尾遺跡mJ 2012 
第40集 『坂城町内遺跡発掘調査報告書2011.1 2012 
第41集 『中之条遺跡群寺浦遺跡V.I 2013 
第42集 『中之条遺跡群山口遺跡1.1 2013 
第43集 『坂城町内遺跡発掘調査報告書2012J 2013 
第44集 『坂城町内遺跡発掘調査報告書2013.1 2014 
第45集 『坂城町内遺跡発掘調査報告書2014.] 2015 
第46集 『金井東遺跡群大木久保遺跡1. II . m.l (本書) 2016 

坂城町埋蔵文化財調査報告書第46集

金井東遺跡群大木久保遺跡1.II . m 

発行日 2016年3月31日

編集者 坂城町教育委員会

干389-0601長野県埴科郡坂城町大字坂城6362-1

TEL 0268 (82) 1109 

印刷者 信毎書籍印刷株式会社

干381-0037長野県長野市西和田 1丁目30番3号


